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項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

R1予算現額

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

R2年度に改善した点

258千円
①参加者募集人数

②教室参加者数

③教室開催数

教室参加者数

地域社会への参加や自らの意思によって学習意
欲や探求心を維持し、良き趣味を持ち、生きがい
のある日々を過ごすことができるよう運動を通し
て健康・体力つくりを行うことが必要であることか
ら、引き続き参加者の増員を目標とした。

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

目標設定の考え方・根拠

R1目標
S

750人 341人

750人

所沢市観光大使であるJAY´Ｓ　GARDEN
「toko toko トコろん！」の曲に合わせ体を
動かす新しいダンスを作成し、各教室に取
り入れることで参加者に体操の楽しみ方の
幅を広げてもらう良い機会となった。

R2予算現額 R2決算額（見込み）

251千円 193千円

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

主催事業教室の計画を立て年度初めに年間事業予
定表一覧｢スポーツ所沢｣を市民体育館、各まちづく
りセンター、コミュニティーセンター等に配付する。随
時日程に合わせ生涯学習情報紙にて募集を行う。
運動を通し健康維持を図ると共にスポーツニーズに
応え、生涯を通してスポーツに親しむきっかけをつく
る。

S５２～ 2,695千円

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

会年職員 0.00 人

2,909千円 臨時職員 0.00 人
① 860人

② 341人

③ 58回

スポーツを楽しむ機会の提供のた
め、スポーツ振興課の主催事業教
室の他に、各地区体育館の教室の
広報を行っている。
自治会館サークル等への指導者の
確保、育成、またその質の向上を
引き続き図って行きたい。

非常勤
特別職

0.00 人

261千円

R1決算額 指標名

担当地区という枠ではなく市全体でどんな
運動事業ができるか、また、高齢者対象の
事業の他に児童館等、他との施設の協力
を得ながら教室を開催し、運動する機会の
少ない親等の健康体力つくりの場を今後も
引き続き提供していく。

0.35 人

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月～
8月までの体操教室が中止となったため。

0.33 人

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

成果指標
事業自体が
貢献する
項目

SDGsへの貢献
(最大3つ)

750人 989人

R2目標 R2実績

R3目標

活動実績(R2)

経費

投入コスト

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題
会
計

成果

所属
名称

事務事業名称 事業概要（全体）

期間

スポーツ教室開催
事業

根拠法令

スポーツ基本法

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

法定受託事務

所沢シティマラソ
ン大会開催事業

スポーツ基本法 0千円

R1決算額

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

20,364千円

優先 自治事務

臨時職員 0.00 人

非常勤
特別職

メットライフドームの有効活用及び狭山湖
堰堤上をコースにする等、魅力的な大会を
継続的に提供できるように収支を考えた工
夫が必要となる。

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止
のため開催を中止としたことによる。

目標設定の考え方・根拠

0千円

R2正規職員
人件費

法定受託＋附加

当日出走率　（計測者）
（出走者数÷申込者数×100）

R1実績

88.0% 0.0%

指標名

R2目標値が未達成の理由・分析

３．すべての
人に健康と

福祉を

R2年度に改善した点

申込者が大会当日に何人参加したかをパーセン
テージで算出。
大会の魅力を増し、出走割合を高めていく。 大会中止のため改善点はなし。

-

所沢シティマラソン大会が中止と
なったため評価理由は特になし。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

8,000千円 8,000千円 ①総申込者数
　（非計測者を除く申込者数）

②出走者数
　（ａ．計測者　ｂ．非計測者）

③会議開催回数

根拠法令

87.7%

R1目標

R2予算現額 R2決算額（見込み）

R2実績

R2その他職員
従事割合

期間 0.49 人 R3目標

H２～
会年職員 0.00 人

0.00 人 88.0%
所沢市のメインイベントとして市のＰＲとともに、市民
の健康づくりや人とのふれあいの場を提供し誰でも
参加できることから、生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフの実現を図る。
選手を公募し、当課が事務局となり、各種スポーツ
団体から選出された役員他で構成された実行委員
会を組織し、ハーフの部を含む５部門を実施。

2.45 人

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

0.30 人

根拠法令

事業の目的及び具体的な内容

非常勤
特別職

所沢市陸上競技選手権大会実行委員会交付金交
付要綱

4,002千円

R1実績

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 850千円

R2目標値が未達成の理由・分析

R2目標

88.0%

R2予算現額

R1決算額 指標名R1予算現額

①0人

②0人

③1回

R2目標

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止
のため開催を中止としたことによる。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

陸上大会については一定のスポーツ振興
を果たしたとの観点から、関係各所と協議
しつつ、事業の廃止について事務手続きを
進めていくものとする。

目標設定の考え方・根拠

-

0千円 0千円

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標

R2決算額（見込み）

陸上競技選手権
大会支援事業

所沢市スポーツ協会・市内高等学校陸上競技部教
諭・市中学校体育連盟陸上競技専門部・市小学校
体育連盟・早稲田大学競走部等で陸上競技選手権
大会実行委員会を組織し、埼玉陸上競技協会の共
催により、日本陸連の公認記録大会（高校以上は陸
連登録者のみ公認記録となる）として実施している。

R2実績

陸上競技選手権大会が中止となっ
たため評価理由は特になし。

R2年度に改善した点

①当日エントリー数

②

③

定員達成率
当日ｴﾝﾄﾘｰ数÷定員1,000人×100

定員の1,000人に対して大会の述べ参加人数が
上回るようにすることを目標としている。

大会中止のため改善点はなし。

重要 0千円

0.00 人 100.0% 0.0%

2,494千円 臨時職員 0.00 人
①0人

②

③

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

100.0% 0.0%

期間 0.18 人 R3目標

H12～ 1,470千円
会年職員

地域包括支援センターの転倒予防・介護予防教
室が「100歳体操」を中心に開催されるようになっ
たことや、とこしゃん協力会の活動が活発になり
市民の方々と「とこしゃん体操」へのかかわりが
充実してきたと考えられる。

重要

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

主に高齢者を対象に、誰もができる市独自の健康体
操を作り、地域の自治会・町内会館で地域の方の協
力によって広めていくことで「健康寿命」を延ばし、健
康で元気な地域社会を実現する。
①体操普及への協力者（協力団体）に趣旨説明を行
う。②市独自の健康体操「とこしゃん体操」を公民館
などで行い、協力を依頼する。③地区連合会・学校
開放等で体験事業を行う。H19～

0.28 人

「健康寿命」が延びるよう地域や関係団体
を対象として普及を行っていくと共に、指導
者育成事業も引き続き充実を図る必要が
ある。

３．すべての
人に健康と

福祉を

R2年度に改善した点

急激に進む超高齢社会にあって、高齢化に伴っ
た生活習慣病が増加しているなか、元気で暮ら
せる「健康寿命」を少しでも延ばして行くために所
沢健康体操の普及度を引き続き目標とした。

体操関連のユーチューブ動画を作成し、自
宅でも運動ができる環境づくりを図った。

目標設定の考え方・根拠

B
事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

①推進事業開催回数

②事業参加者数

③

所沢健康体操の普及度
急激に進む超高齢社会をむかえ、
いつまでも元気で、豊かな生活を送
れることが求められている。こうした
状況の中で、本健康体操を作り、地
域への推進を図ってきた。各地区
で親しまれ、健康体操としての効果
は上がってきていると思われるが、
周知されていない市民に今後も伝
わるよう引き続き活動していく。

根拠法令

30千円

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 30千円 30千円

R2予算現額 R2決算額（見込み）

R3目標

スポーツ基本法

指標名

2,327千円 臨時職員 0.00 人
① 256回

② 7,621人

③

R2目標

6,126千円 100,000人

30千円

R2実績

R2その他職員
従事割合

100,000人 7,621人

100,000人 34,572人

期間 0.75 人

健康体操推進事
業

R2正規職員
人件費

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

高齢者への運動機会の提
供を行った。

どのように貢献したか

令和2年度は開催中止。

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

令和2年度は開催中止。

どのように貢献したか

高齢者の体力増進及び健
康寿命の延伸に寄与した。

0.00 人

会年職員 0.00 人

0.00 人
非常勤
特別職

R1決算額
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成果指標
事業自体が
貢献する
項目

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

経費

投入コスト

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題
会
計

成果

所属
名称

事務事業名称 事業概要（全体）

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

B

残り１校については、学校と近隣状
況の関係について注視していくもの
とする。

R2年度に改善した点

4,110千円
①利用者数

②

③

学校開放運営委員会による組織開放率
(組織開放校÷市内小・中学校数47校)×１００

市民がスポーツをする場所を確保するため、市
内小中学校の全てを組織開放にすることを目標
としている。

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析R1目標
R1正規職員
人件費

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

0.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 100%（47校）

4,110千円

R1その他職員
従事割合

業務委託仕様書について見直しを行い、よ
り実態に即した仕様書に内容を変更した。

R2予算現額 R2決算額（見込み）

4,110千円 4,110千円

残りの中学校１校に関しては、学校側が近隣住
民等の兼ね合いから解放に慎重であるため、現
時点では難しいと思われる。

R2目標 R2実績

100%（47校） 98%（46校）

R3目標

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

3,325千円 臨時職員 0.00 人
①308,576人

②

③

残りの中学校１校は地域事情もあり開放は
難しいが、引き続き学校関係者や利用者、
近隣住民の理解を得ながら、全ての小中
学校を組織開放に向け努めていく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

0.30 人

98%（46校）

S48～ 2,450千円 100%（47校）

各地区学校開放運営委員会が委託契約に基づき、
学校体育施設を市民に開放するため、利用者の調
整や手続きなどの管理運営を行っている。また、利
用者が安全かつ快適に利用できるよう開放時にお
ける施設設備の保全、利用者に対する使用の指導
助言や施設、設備の使用許可なども行っている。

期間

学校体育施設管
理委託事業

根拠法令

スポーツ基本法、社会教育法

事業の目的及び具体的な内容

良好な環境で、屋外体育施設を市民に提
供することは、市民の健康増進につながる
とともに、生涯スポーツの振興が図られる
ことにつながる。そのため、引き続き必要な
修繕を行い、利用者が安心して利用できる
施設の管理・運営をしていく。75.0%

指標名

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29～

所沢市民体育館がスポーツ庁から東京パラリンピッ
ク競技種目であるゴールボールのナショナルトレー
ニングセンター競技別強化拠点施設として指定され
たことに伴い、本市がスポーツ庁から業務委託を受
け、トップアスリートが国際競技力向上に資する活動
を効果的・効率的に実施することができるよう、施設
の環境整備を行うものである。

根拠法令

期間

ナショナルトレー
ニングセンター競
技別強化拠点施
設活用事業

スポーツ基本法

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

体育施設管理運
営事業

根拠法令

重要 自治事務 法定受託事務

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績

R2正規職員
人件費

R1予算現額

R2予算現額

R1決算額

目標設定の考え方・根拠

A

204,496千円 202,397千円

R1予算現額

R2予算現額

R1決算額

R2決算額（見込み）

191,246千円 191,011千円

スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条
例、所沢市都市公園条例・同施行規則

今後においても、より一層市民の余
暇の拡大、健康増進に努めていき
たい。

R2年度に改善した点

①施設利用枠数

②施設利用人数

③施設使用料収入

施設稼働率（利用件数÷利用可能件数×100）

市民の余暇の拡大、健康増進に寄与することを
目的としていることから、施設稼働率を指標とす
る。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

・施設を安全・快適に利用してもらうため、
危険箇所の修繕を行った。

目標値が達成できなかった理由としては、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で、屋内体育施設が
３月より休館となったことが影響している。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

法定受託＋附加

R2目標値が未達成の理由・分析

体育施設をスポーツ、レクリエーションの場としての
利用に供し、広く利用者の余暇活動、健康増進に寄
与することを目的とする。
・施設の利用については、公共施設予約システムに
よる登録・利用申込みをし、利用する。
・利用者が安全かつ快適に利用できるよう施設の整
備、維持管理を行う。

4.42 人
非常勤
特別職

0.00 人 75.0% 61.9%

9.00 人

62.8%

4.97 人 R3目標

R2実績

S５１～ 40,595千円

①170,537件

②447,201人

③57,293,745円

R2目標

R2その他職員
従事割合

75.0%

期間

R2正規職員
人件費

36,739千円 臨時職員

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

北野公園に市民プールを設置し、開設期間である７
月中旬から８月３１日まで運営。夏季におけるスポー
ツ、レクリエーションの場としての利用に供し、広く利
用者の余暇活動、健康増進に寄与する。
・開設中の運営は、民間業者に委託
・清掃・受付業務・事業用備品の購入、点検等

0.55 人

R1正規職員
人件費

重要

市民プール管理
運営事業

目標設定の考え方・根拠

R1目標 R1実績

非常勤
特別職

0.00 人

0千円

事業の目的及び具体的な内容

830千円

自治事務

R1その他職員
従事割合

R1決算額

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策
のため、開催を中止とした

①年間利用者数

②年間使用料収入

③

根拠法令

1,000人

39,189千円

1,000人
事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

施設の老朽化が著しく進んでいることから、
施設を管理する公園課と連携しながら、修
繕を含めた施設の安全管理・運営が必要
である。

Ｃ

令和２年度は新型コロナウイルス
感染症対策により中止となったが、
例年では、１日あたりの利用者数と
いう指標が、天候などの条件に左
右される性質のものであることか
ら、一概には判断できないものと考
えられる。
より一層市民の余暇の拡大につな
がるよう、施設の運営に努めていき
たい。

指標名

1日あたりの利用者数（年間利用者数÷開催日
数）

528人

R2年度に改善した点

市民の余暇の拡大、健康増進に寄与することを
目的としていることから、1日あたりの利用者数を
指標とする。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

特になし
R2予算現額 R2決算額（見込み）

スポーツ基本法、所沢市都市公園条例・同規則

R2実績

R2その他職員
従事割合

1,000人 0人

法定受託事務 法定受託＋附加

S47～ 490千円

期間 0.06 人

4,572千円 臨時職員 0.00 人

R2正規職員
人件費

①0人

②0円

③

R2目標

R3目標

S

100.0% 100.0%

100.0%

臨時職員

6,934千円

新型コロナウイルス対策として、ゴール
ボール協会のガイドラインに沿って、体調
の悪い選手を練習に参加させないよう徹底
した。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

ナショナルトレーニングセンター競技別強
化拠点機能強化会議を開催し、地域資源
を活用したコンソーシアムの形成を行い、
地域としてのサポート体制を整えると共に、
地域振興の核となれるようコンテンツ化を
図る。

指標名

R2目標

R1目標

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

0.00 人

2,371千円 1,293千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1実績

目標設定の考え方・根拠

0.66 人
非常勤
特別職

スポーツ庁から業務委託を受け、
トップアスリートが国際競技力向上
に資する活動を効果的・効率的に
実施することができるよう、施設の
環境整備を行うため、練習場の確
保及び拠点スタッフの配置を行っ
た。

R2年度に改善した点

日本ゴールボール協会が希望する練習日程が
実施できるように、市民体育館の施設を確保す
るもの。

0.00 人

2,785千円
①練習希望日数

②練習会場確保日数

③

練習会場の確保率
（練習会場確保日数÷練習希望日数×100）

R3目標

100.0% 100.0%

R1その他職員
従事割合

4,247千円

0.52 人

5,486千円
①98日

②98日

③

R2実績

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

市民のスポーツ活動の場
の確保に寄与した。

どのように貢献したか

令和2年度は開催中止。

どのように貢献したか

施設利用者の余暇活動、
健康増進に寄与した。

どのように貢献したか

NTC施設としてゴールボー
ルの認知活動に貢献した。

会年職員 0.00 人

R2決算額（見込み）

R2その他職員
従事割合

会年職員 9.00 人

会年職員 0.00 人

会年職員 0.00 人

37,209千円
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成果指標
事業自体が
貢献する
項目

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

経費

投入コスト

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題
会
計

成果

所属
名称

事務事業名称 事業概要（全体）

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

1,413千円 臨時職員 0.00 人
①21,257,641円

②16,881,304円

③
70.0%

0.01 人 R3目標

75.4%

Ｈ３０～ 82千円

期間

所沢市民体育館、地区体育館の照明として水銀灯
が使用されていたが、LED化することで照度を上げ、
利用者の利便性を図ると共にCO₂排出量の削減及
び光熱費等維持管理の縮減を図った。

R2目標

R1実績

R2実績

今後もCO2排出量の削減及び光熱費等維
持管理の縮減を図っていく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R2目標値が未達成の理由・分析

0.17 人
非常勤
特別職

0.00 人 70.0%

会年職員 0.00 人

R2決算額（見込み）

スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条例

達成済み70.0% 79.4%

6,312千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1目標

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 5,786千円 5,786千円

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

S

LED化したことで照度が上がり、市
民が安全にスポーツを楽しめる環
境整備と同時に省電力化による環
境配慮を促進した。

R2年度に改善した点

①市民体育館R元年度年間電
気料

②市民体育館R２年度年間電気
料

③

電気料対前年比率
（当年電気料÷前年度電気料×100）

照明灯をLED化することで、電気料は50％以上
の削減が見込めるところではあるが、設置個所
のみの電気料が算出できず、館（市民体育館と
総合運動場）全体となってしまうため、そのことを
考慮し、70％とした。

不必要な電気を使用しないように、こまめ
にスイッチを切る等を徹底した。

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

所沢市民体育館
等ＬＥＤ化整備事
業

根拠法令 R2予算現額

6,312千円

７．エネル
ギーをみん
なにそしてク

リーンに

どのように貢献したか

施設利用者の余暇活動、
健康増進に寄与した。

9,989千円

指標名

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額 目標設定の考え方・根拠

11,572千円

R2年度に改善した点

①体育施設整備費執行額（修
繕）
②体育施設整備費予算額（工
事）
③体育施設整備費執行額（工
事）

整備施設の整備率（予算執行額÷予算額×
100）

施設の修繕、整備を目標とし、年々進む老朽化
に対応しながら、安全かつ快適な施設運営を
行っていく。

北中運動場トイレ改修、市民体育館ヒート
ポンプチラー改修、市民体育館サブアリー
ナ等（柳瀬・富岡・三ヶ島地区体育館）床改
修、総合運動場立体駐車場（南側）防水改
修工事を行った。

R1決算額

100.6%

根拠法令 R2予算現額

11,500千円スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条例

体育施設整備事
業

100.0%

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 10,000千円

R2実績

非常勤
特別職

0.00 人

R2決算額（見込み）

R1目標

市民が生涯に渡ってスポーツを楽しめるよ
う、計画的な施設整備、既存施設の修繕を
行っていく。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

100.0%

S

体育施設は年々老朽化が著しく進
んでいることから、安全かつ快適な
施設運営のためにも、引き続き施
設の修繕、改修に努めていきたい。

R2目標値が未達成の理由・分析

100.0%

R1実績

1.40 人 R3目標

臨時職員 0.00 人 ①11,571,703円
②173,442,000円
③151,129,000円（このうち6,454
千円はスポーツ振興くじ助成金
が交付）

R2目標7,231千円

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

100.0%

S47～ 11,435千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

市民の健康増進に寄与し、余暇活動の充実を図る
ため、利用者が安全かつ快適に利用できるよう体育
施設の整備を行う。
①所沢市公共施設等管理計画の内容に沿った整備
を検討する。②所沢市公共建築物修繕計画に基づく
改修工事を行う。③緊急性の高いものについては、
随時、修繕を実施する。

0.87 人

期間
会年職員 0.00 人

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

根拠法令 R2予算現額

スポーツ基本法、体力つくり市民会議交付金交付要綱 1,084千円

体力つくり市民会
議交付金

重要

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

指標名 目標設定の考え方・根拠

A

R2決算額（見込み）

2,700千円

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

R2実績

幅広く市民がスポーツに親しむことができ
るように、スポーツに関心のない市民も参
加したくなる種目に改め、内容を充実させ
る必要がある。

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

①大会参加者数

②

③

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,700千円

所沢市民の健康と体力向上のた
め、その実践活動の促進と関係団
体相互の連絡調整を行っている。
市全体的なスポーツ大会をはじ
め、各支部で運動会や各種スポー
ツ大会及び講習会などを実施して
いる。

R2年度に改善した点

大会参加者数維持率
（参加者数÷前年度参加者数×１００）

体力つくり事業として実施している各種スポーツ
大会の参加者数を増やしていく。

特になし

R1目標

99.0%

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、全イ
ベントが中止となったため。

100.0%

0.0%

665千円 臨時職員 0.00 人

①0人

②

③

R2目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

100.0%

100.0%

期間 0.34 人 R3目標

「体力つくり市民会議」は、スポーツ・レクリエーション
大会や各種教室の実施を通じて、ゆとりある市民生
活や体力の向上発展に寄与している。また、各支部
への支援を行なうことにより市民の生涯スポーツへ
の機会の提供を行う。この組織の活動を支援するこ
とを目的としている。

0.08 人

S47～ 2,777千円
会年職員 0.00 人

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

ス
ポー
ツ振
興課

重要 自治事務 法定受託事務

R1予算現額

R2正規職員
人件費

根拠法令 R2予算現額

スポーツ基本法、スポーツ少年団補助金交付要綱 1,110千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

法定受託＋附加 1,110千円

指標名

B

新型コロナウイルスの関係で、登
録団体数が71団体から61団体に
減ったため。

R2目標 R2実績

R2その他職員
従事割合

R2決算額（見込み）

R1実績

100.0% 79.6%

R2年度に改善した点

少子化傾向にあるものの、スポーツ少年団の周
知や魅力を高め、登録数を維持していくもの。

所沢市スポーツ少年団種目別補助金規程
を作成しました。これにより、報告書の様式
を統一化することで補助金の使途の明確
化が図れました。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

今後もインターネットやＳＮＳなど活用して、
スポーツ少年団の周知を行い、登録団数
及び登録者数を確保していく。

新型コロナウイルスの関係で登録数が減少した
ものと思われる。また近年の児童数の減少によ
るものと考えられる。

R2目標値が未達成の理由・分析

目標設定の考え方・根拠

R1目標

①登録数

②登録団体

③

登録数の維持率
（今年度登録数÷前年度登録数×100）

700千円

スポーツを愛好する青少年がスポーツを通じ心身の
健全な育成及び鍛錬することを目的に結成した単位
スポーツ少年団を、育成･支援するために「所沢市ス
ポーツ少年団」が結成された。この組織が行う事業
と組織の充実を図るために、交付金の交付を開始し
た。

0.43 人
非常勤
特別職

0.00 人 100.0% 95.2%

3,574千円 臨時職員 0.00 人
①1,947人

②61団体

③
期間 0.54 人

スポーツ少年団補
助金

R1その他職員
従事割合

R3目標

S48～ 4,411千円 100.0%
会年職員

どのように貢献したか

利用者の利便性を図り、Ｃ
Ｏ２排出量の削減及び光
熱費等維持管理の縮減に
貢献した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

令和2年度は全イベント中
止。

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

青少年がスポーツをする場
の確保に寄与した。

R1決算額

0.00 人

R1決算額

1,110千円

1,059千円

非常勤
特別職

0.00 人

R1その他職員
従事割合
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成果指標
事業自体が
貢献する
項目

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

経費

投入コスト

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題
会
計

成果

所属
名称

事務事業名称 事業概要（全体）

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

項目名

■ □ □

実績

評価者

スポーツ振興課長　廣谷　貴紀

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

法定受託事務 法定受託＋附加 3,000千円

スポーツ基本法、体育協会補助金交付要綱

B

R2決算額（見込み）

1,500千円

3,000千円

100.0% 76.3%

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

重要 自治事務

R2年度に改善した点

市民がスポーツに参加する機会を確保するた
め、所沢市スポーツ協会加盟団体の全てが市民
を対象とした講習や大会を開催するように促して
いく。

加盟団体が一堂に会する会議の中で、市
民向けの事業を各団体で開催するよう依
頼した。

事業の目的及び具体的な内容

R1決算額 指標名

R1その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

市民を対象とした講習や大会を実施した加盟団
体数（市民大会実施団体数÷加盟団体数×
100）

新型コロナウイルスの関係で大会中止を余儀な
くされた団体が多数あったため。

根拠法令 R2予算現額

所沢市におけるスポーツを振興し、市民の体力向上
とスポーツ精神の高揚をはかり、もって市民生活の
向上発展を目的に設立された当協会に交付金を交
付することにより、この協会設立目的達成を支援す
る。

0.23 人
非常勤
特別職

0.00 人

1,912千円

1,500千円

0.00 人

R1正規職員
人件費

天候に左右される団体は予備日を設ける
など必ず実施できるように会場の確保など
で支援していく。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

100.0% 18.4%

100.0%
会年職員

①加盟団体数

②市民対象事業実施団体数

③

スポーツ協会が中心となり、所沢シ
ティマラソン大会や所沢市陸上競
技選手権大会の運営を行ってい
る。また、市民を対象としたスポー
ツの講習会や大会数も増加傾向に
ある。 事業達成に向けての現在の課題及び今後

の課題解決に向けた取り組み

S29～ 3,186千円

①38団体

②7団体

③

R2目標 R2実績

R3目標

臨時職員

スポーツ協会補助
金

重要 自治事務

600千円

期間 0.39 人

新種目団体の加盟を促進し、会員数の増
加に努め、レクリエーション活動の推進を
図り、市民（特に高齢者）の健康増進を図
る。

R2決算額（見込み）

R1決算額 指標名

78.6%

新型コロナウイルスの関係で大会が中止となっ
た加盟団体があるため。

100.0% 7.1%

R1予算現額

レクリエーション協
会補助金

スポーツ基本法、所沢市レクリエーション協会補助
金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R2実績

根拠法令 R2予算現額

市民を対象とした講習や大会を実施した加盟団
体数
（市民対象事業実施団体数÷加盟団体数×
100）

市民を対象とした講習や大会を実施した加盟団
体数
（市民対象事業実施団体数÷加盟団体数×
100）

法定受託事務 法定受託＋附加 600千円

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

目標設定の考え方・根拠

0.33 人
非常勤
特別職

0.00 人 100.0%

480千円

①会員数

②加盟団体数

③市民対象事業実施団体数
R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

2,743千円 臨時職員 0.00 人

①2,442人

②14団体

③1団体

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

B

市民に対しレクリエーション活動を
普及するため、毎年2月にレクリ
エーションまつりを開催している。ま
た、市民を対象としたスポーツの講
習会や大会数を増やす取り組みを
行っている。

R2年度に改善した点

加盟団体が一堂に会する会議の中で、市
民向けの事業を各団体で開催するよう依
頼した。

根拠法令

期間 0.34 人 R3目標

レクリエーションを原動力として、市民と共に地域の
活性化を図る活動を繰り広げていくため設置され、
当該団体の活動を支援するために補助を開始した。
近年少子高齢社会が進んでいる中、レクリエーショ
ンを通じて、市民の健康増進を図るとともに関係団
体相互の親睦を密にし、レクリエーション運動の推
進を図る。

①会員数

②種目別活動数

③

総合型地域ス
ポーツクラブ支援
事業

H11～ 2,777千円

R2目標

R2目標値が未達成の理由・分析

100.0%

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額 R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

地域住民を中心とした運営により、
令和2年1月に20週年目を迎えた。
クラブの種目については現在14種
目となっている。成果指標について
も、新規会員の獲得に向けた取り
組みを行っており、おおむね目標を
達成している。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

R2予算現額 R2決算額（見込み）

R2年度に改善した点

会員数維持率
（今年度会員数÷前年度会員数×100）

スポーツクラブの周知や魅力を高め、会員数を
維持していくことを目標とする。

コロナ禍により活動自粛期間が長かった
が、クラブ活動を実施した団体について
は、コロナウイルスのガイドラインを遵守し
つつ活動を行った。

R1目標

新型コロナウイルスの影響により活動場所の制
限が多く、クラブ活動自体が行われていない状
況から、会員数が減少したことによる。

100.0% 97.6%

100.0%

R1実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円 0千円

スポーツ基本法 0千円 0千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

582千円 臨時職員 0.00 人

①1,098人

②14団体

③

R2目標 R2実績

クラブの周知を図るとともに、魅力ある活動
を通じて、会員数の増加を図っていく。
また、クラブ設立20周年に向け、記念事業
を検討していく。

0.07 人
非常勤
特別職

期間 0.06 人 R3目標

H12～ 490千円

所沢市総合型地域スポーツクラブの活動支援を行う
ことで、クラブの拡充による住民自治活動の推進や
スポーツ人口の拡大など、生涯継続していくことがで
きるスポーツ活動の振興に寄与するため。

0.00 人 100.0% 101.9%

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

スポーツ大賞表彰
式開催事業

根拠法令 R2予算現額

3,990千円

令和２年度は、新型コロナウイルス
の影響で全国大会等が相次いで中
止となり、スポーツ大賞の選考にも
大きな影響を及ぼし残念ながら、優
秀選手賞の該当者はいなかった。
それでも奨励賞及び団体賞は表彰
され、市のスポーツ振興の一端に
寄与することとなった。

R2年度に改善した点

スポーツ大賞を格式あるものとするため、受賞者
をはじめ、より多くの市民が関心を持つように、
参加者数を目標とした。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、スポーツ大賞のみの実施（体育協会賞
表彰式は中止）とした。

事業達成に向けての現在の課題及び今後
の課題解決に向けた取り組み

表彰者や関係者だけでなく、幅広く市民が
関心をもって参加いただけるよう、内容を充
実させるとともに、インターネットやＳＮＳを
活用して事業の周知を充実させていく。

例年、スポーツ大賞及び体育協会賞の表彰も併
せてスポーツ大賞表彰式として開催していたが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、ス
ポーツ大賞のみ（２名＋１団体）の表彰式として
縮小開催したことにより大幅に参加人数が減と
なった。

指標名 目標設定の考え方・根拠

A

R2決算額（見込み）

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

①51人

②

③

R2目標

①候補者推薦件数

②

③

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 119千円 77千円

所沢市スポーツ大賞設置及び表彰要綱 121千円 67千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2実績

R2正規職員
人件費

表彰式参加者数
（参加者数÷前年度参加者数×１００）

100.0% 60.0%

100.0%

0.48 人
非常勤
特別職

0.00 人 100.0%

期間 0.27 人 R3目標

S47～ 2,205千円

スポーツ界で優秀な成績を収めたもの及びスポーツ
の振興に寄与したものを顕彰することで、市民のス
ポーツ活動への参加意欲を喚起することを目的とす
る。

5.6%

会年職員 0.00 人

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

市民のスポーツ活動への
場の確保に寄与した。

どのように貢献したか

市民がスポーツに参加す
る場の確保に寄与した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

市民のスポーツ活動への
参加意欲を喚起した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

高齢者の健康増進に寄与
した。

0.00 人

会年職員 0.00 人

600千円

R1その他職員
従事割合

会年職員 0.00 人

0.00 人

R1決算額

R2その他職員
従事割合

臨時職員


